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［２０２０年４月２６日主日礼拝説教要旨］ 

 

「永遠に向かって」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ １：１３～２５ 

今週の御言葉：「主のことばは、とこしえに変わることがない」（Ⅰペテロ１：２５） 

 

＜導 入＞ 

 現在、コロナウィルスの感染防止のために、日本中、世界中が取り組んでいます。ウィル

スは、人を介して（人との関係において）しか、その力を得ることができません。その力を

なくすためには、人との関係を制限しなくてはなりません。この制限は、個人の問題ではな

く、社会全体の問題、国全体の問題です。それで、国や地方自治体が緊急事態宣言を出して、

人との関係に制限を設けています。それが、外出自粛や、イベントや集会の自粛、営業の休

止等の措置です。ここにおいて、国家が個人の生活に干渉するようになります。日本では、

その干渉を法律で強制することはできず、一人ひとりが感染予防という社会の要請にいかに

協力するかにかかっています。国民の協力をいかに引き出すかが、国の指導者の手腕にかか

っています。ウィルスの感染防止か、個人や社会に対する制限かの判断が、国の指導者に求

められます。ニュージーランドの女性首相であるアーダーン首相は、「各々ができることをや

り、結束して新型コロナウィルスに対抗しましょう」と国民に訴えました。ニュージーラン

ドでは、まだ感染が拡大していない段階から、全世界からの入国を禁止する措置に踏み切り

ました。現在、コロナウィルスの抑え込みに、一定の成果をあげています。感染者は、現在

１４４０人余り、死者はわずか１２名です。 

 今回のコロナウィルスの感染の問題は、私たち個人と国家の関係について、改めて考える

機会となっています。歴史をふり返りますと、国家が個人を踏みにじり、弾圧を加えたこと

がありました。かつて、ローマ帝国がキリスト教徒を迫害しました。その時代に生きていた

使徒ペテロは、迫害に遭っていた同胞のキリスト教徒のために、神様のメッセージを伝えま

した。 

 

主 題： どのような試練も、過ぎ去ります。神様の言葉と救いの希望は、永遠のものです。

ですから、私たちの信仰をそれらの上に建て上げましょう。 

 

    Ⅰ．国家と信仰 

▽Ⅰペテロ１：２４、２５ ペテロは、イザヤ書４０章（４０：６～８）の預言を用いて、

国家と「主のことば」との鋭い対比を述べています。この言葉を理解するためには、当時の

ローマ帝国とキリスト者との関係を知らなければなりません。西暦６４年７月１９日に、ロ

ーマに大火災が起こりました。ローマは狭い道路と木造建築の町でしたので、まさに全滅の

危機にありました。火は三日三晩燃え続けました。この大火災はネロ皇帝によるものと疑わ

れていました。それは、ネロ皇帝が建築に強い情熱をもっていて、ローマを新たに建て直す

ために火をつけたものと、人々は考えていました。ネロ皇帝は、人々の疑いの目をそらすた

めに、犯人の身代わりが必要となりました。ローマの歴史家タキトゥスの『年代記』には、

「キリスト教徒が大火災に責任はなく、ネロが自分の罪の身代わりとして、キリスト教徒を

選んだにすぎない」と記されています。ローマ帝国は、当初キリスト教徒に対して干渉しま
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せんでしたが、ネロ皇帝の事件以降、突如としてキリスト教徒に対する厳しい迫害の火が燃

え上がりました。タキトゥスは、迫害の状況を、次のように述べています。「ネロは、キリス

ト教徒をコールタールの中にころがし、まだ生きているのに、それに火をつけ、庭園を明る

くするために、生きたたいまつとして燃やした。また、野生の動物の皮を彼らに縫い付け、

狩猟犬を放ち、生きたままで手足をばらばらに引きちぎらせたのである」。このようにして、

キリスト者は何の罪もないのに、その信仰の故に、いのちを落としていきました。ただ、ネ

ロ皇帝の残虐な狂暴さのために、その犠牲となりました。この迫害は、当初はローマに限ら

れていましたが、その後迫害の範囲は拡大され、いたる所で見られるようになりました。ペ

テロは、このような国家の迫害の中で、キリスト者を励ますために、この手紙を書きました。 

▽さて、この箇所はイザヤ４０：６～８の預言が引用されています。この預言は、イスラエ

ルの民がバビロン捕囚から解放されることを述べています。バビロン帝国は、エルサレムを

攻め取り、指導者も含めてすべての民を捕囚としてバビロンに連れて行きました。イスラエ

ルの民は異国で、捕らわれの身として生きなくてはなりませんでした。しかし、絶対的な権

力を誇るバビロン帝国も滅びました。バビロン帝国は滅びても、神様の言葉は永遠に立つの

です。「草はしおれ、花は散る」。このようにバビロン帝国という強大な国家も、草のように

枯れ、花のように散ります。どのような強力な国家も、神様の御前では滅びゆくむなしい存

在です。キリスト者に迫害を加えていた強大なローマ帝国も、いつかは枯れて、ほろびゆく

ものに過ぎません。あのローマ帝国の強大さに比べれば、キリスト者は弱く、簡単に蹴散ら

せるかもしれませんが、彼らが信じている神様の言葉は、永遠に変わらないものです。ペテ

ロは、迫害にあっているクリスチャンに対して、“今の迫害もいつかは通り過ぎていきます。

それまでは忍耐しましょう”と励ましています。あなたがたが信じている神様の言葉は、決

して変わることがありません。国家も、この世の有様も過ぎ去りますが、永遠に変わらない

神様の言葉を信じている者は、永遠の世界に生きています。現在のコロナウィルスの困難も、

永遠からみれば、過ぎていきます。私たちは、永遠の世界に目を開き、信仰によって、永遠

の神様の言葉に堅く立ちましょう。 

 

Ⅱ．私たちの信仰と希望 

▽Ⅰペテロ１：１３ ペテロは、迫害という苦難に遭っているクリスチャンに、「心を引き締

め、身を慎みなさい」と勧めています。信仰の迫害がふりかかっていますが、その状況をし

っかり見極め、何が起こっているのかをよく考え、正しい判断をするように言っています。

今私たちの前にあるコロナウィルスの問題についても、その状況を正しく判断し、どのよう

に対応すればよいのかを適格に見極める必要があります。 

▽Ⅰペテロ１：２１ 「信仰と希望は神にかかっている」。この御言葉を今一度、深く味わい

ましょう。私たちの信仰は何にかかっているのでしょうか。ペテロは、迫害にあっているク

リスチャンに対して、目に見える状況は厳しくても、神様との関係は変わらないと述べてい

ます。今私たちは、一緒に集まって礼拝を持つことはできなくても、神様との関係は変わり

ません。どんな状況になったとしても、神様にある希望はなくなりません。神様は、永遠の

お方だからです。神様への信仰に生きるには、神様がなされたみわざを心に留めることが大

切です。ここで、ペテロは、イエスによって成し遂げてくださったみわざについて、注目す

べきことを記し、クリスチャンたちを励ましています。 

（１）Ⅰペテロ１：１８、１９ イエスは、「傷もなく汚れもない小羊」であるとペテロは言

っています。ペテロが、このように書いた背景には、過越の小羊のことがあったと思われま

す（出エジプト１２：５）。エジプトの奴隷から解放された夜に、イスラエルの民は、傷もな
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い小羊を取り、それを殺し、門柱にその血を塗るように命じられました。死の御使いが、エ

ジプトの長子を殺すために至るところを往きめぐった時、門柱に小羊の血を認めると、その

家を通り過ぎました。その家の中にいる人たちは、守られました。つまり、小羊の血は、イ

スラエルの民に奴隷からの解放と罪と死からの解放をもたらしました。イエスの十字架の死

は、私たちにとって、罪の奴隷からの解放と死からの救いをもたらしました。イエスの死は、

永遠の救いを成就しました。 

（２）Ⅰペテロ１：２０ イエスは、世界の創造以前からそのみわざをなされることが予め

定められていました。黙示録１３：８ 別訳では、「世界の基が据えられたときから、ほふら

れた小羊」とあります。私たちは、神様がこの世を創造され、それから人が罪を犯したので、

イエスによる救いの道を用意されたと考えることがあります。しかし、神様は創造者である

と同時に、キリストによる救いを定めておられたお方です。救いに現わされた神様の愛は、

創造以前にさかのぼるものです。神様は創造者であると同時に、救い主です。その愛は、創

造以前からの永遠のものです。イエスの十字架は、神様の永遠の愛を、人がわかる形ではっ

きりと現わされました。神様の言葉が永遠であるように、神様の愛も永遠です。 

（３）Ⅰペテロ１：２１ イエスは、神様が栄光を与えられた復活の勝利者です。ある学者

は、「十字架は復活の光の中でのみ解釈され、理解されるというのが真理である」と述べてい

ます。救いは、イエスの十字架の死と復活の両方で完成されます。イエスの死によって、罪

の奴隷から解放されました。イエスの復活によって、死に打ち勝ち、イエスの永遠の栄光に

あずかります。イエスを信じる者は、救いにおいても、将来の栄光においても永遠のものに

あずかります。それでペテロは、クリスチャンが迫害により殉教したとしても、死を乗り越

えた永遠の栄光にあずかることを語り、彼らを励まし、勇気づけています。ペテロ自身も、

この希望を抱きつつ殉教しました。 

▽この希望をもった人は、次のように生きます 

① Ⅰペテロ１：１７ 「恐れかしこんで過ごします」。「過ごす」とは、生活する、生きると

いう意味です。「恐れ」とは、人を恐れることではなく、自分が神様の前にあることを「常

に意識している心の態度」です。神様を意識して、すべてのことを語り、すべてのことを

行います。そして、いつかは神様の御前で申し開きができるように備えています。私たち

の人生はイエスの死といのちによって生かされていることを思うならば、その人生の価値

を知り、神様に感謝するようになります。ですから、人生を浪費したり、無駄に使ったり

はしません。「あなたがたが地上にしばらくとどまっている間」とありますように、この

地上の日々の生活だけで終わりではありません。永遠の世界が、必ず備えられていること

を知っています。この地上の困難も迫害も、「しばらくの間」であることを心に留め、私

たちに用意されている永遠の世界を待ち望みます。 

② Ⅰペテロ１：２２「互いに心から熱く愛し合いなさい」。とペテロは勧めています。困難

に遭う時ほど、互いに愛し合うことが大事です。この愛は、神様の愛から来ています。マ

ザー・テレサは、「あなたの心の中に、神様を愛する喜びを持ち続けてください。そして、

この喜びを、あなたが出会うすべての人たちと分かち合いましょう。神様のために、何か

すばらしいことをしたいと思いませんか？ほら、あなたを必要としている人がそこにいま

す。あなたのチャンスです」と言っています。アーダーン首相も、「他者に親切にしまし

ょう。私たちは、同じ状況に置かれているのだから」と言っておられます。今は、集まる

ことが自粛されていますが、互いに連絡を取り合い、互いの必要を分かち合うことができ

ます。この時こそ、お互いのことを祈り合い、愛し合い、励まし合いましょう。現在の苦

難は、過ぎ去ります。その後もいろいろな苦難に直面すると思われますが、私たちには輝

かしき未来と永遠の希望が、イエスによって約束されています。 


